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青 森県「陸奥湾」の海洋調査

市立函館博物館館長石川政治

昨昭和46年5月、8月、1(1月の3回にわたって陸奥湾のションで3分間ずつエビ網をひいて、あらゆるペントスを

海洋調査が行なわれました。採集し、同時に水温、塩分、酸素量、底質等の海洋観測を

私もこの調査団の一員として海底生物を担当し､たしまし行なった。サンフ・ルはいったんホルマリンで固定した。

た。この調査は今後3カ年継続して行なわれますので、調5％ホルマリン液）これらのサンフ･ルはコンテナー4～5

査の結果については公表されておりませんが、その概要を個につめ実験所に持ち帰り、午後から大学院のアルパイ

おしらせいたし ま す 。 等 1 0 人 ほ ど 動員してソーティング（各生物ごとに仕分け言

この調査の目的は陸奥湾に綾息しているアイナメ、ソイ、る）作業にかかった。これは仲々根気と時間を要する作業

カナガシラ、タナゴ、カレイなどを将来増殖しようというでこの調査の最大の山で、不明のサンプルについては各部

のがねらいです。そのための基礎資料とするため、本年度門ごとに外部に送り同定を依頼した。これらの作業は生物

はこれらの魚類の生活史を群集生態学的立場から､産卵期、環境調査の基盤となるからである。25カ所の午前中のサら

産卵場、エサ、魚群の移動、海洋条件、底質などをしらべう．リングと午後のソーティングは5月30日まで続けられた

て おこ うということです。‘’5月の調査で陸奥湾の底棲生物の豊

この調査の基地は青森市の東北大

学浅虫臨海実験所におき、函館の北

大水産学部､仙台の東北水産研究所、

青森県水産増殖センター、市立函館

博物館等が参加して行なわれまし

た◎

さて陸奥湾は下北半島に囲まれた

袋状の静かな内湾で、広さは北海道

の噴火湾よりも少しせまく、水深も

富なことがはじめてわかった。同時

に分類学の重要性について今さらな

がら認識を深めた。軟体類は57種を

かぞえほとんど内湾性の種であるが

小型巻貝のカミスジカイコガイダマ

シは1つのステーションで実に19,

127個を数えた。その他ウミフクロ

ウ、ローソクツノガイ、ヒメイカ､チ

ヂミウメノハナガイなど函館付近で
白 , 鳥 丸による海洋調査

40in程で、あらゆる点で栽培漁業向はみられないものが目立っていた。
(S46．5陸奥湾小湊沖）

きの湾といえるでしょう。最近陸奥魚類は藻場に出現する稚魚が相当7

湾ではホタテガイの栽培漁業に成功して、実績がかなりあり、久新助教授によるとハゼ、ギンポ、カジカなど41種’

がっています。これは山木識太郎氏（現東京大学海洋研究およんだ。目的のマコガレイの稚魚は体長25ﾐJほどのもの

所）などによるホタテ鍵殖に関する長年の群集生態学的研が200尾以上採捕された。海草類は茂浦の増殖センター＝

究の成果といえます。分類が行なわれた。

したがって私共は46年度はまづ湾内の沿岸に棲息する魚これらの底棲生物は将来マコガレイのエサ、稚魚放流の

類の中で、的をマコガレイにしぼって始めることにした。時期、場所をき

マコガレイが湾内のどこで産卵し、その稚魚がどんな餌をめるための重要

たべて成長し、季節的にどのような移動を行なうかなどをな資料で海洋環

調査しました。境と合わせこれ

5月の調査：5月16日早朝北大水産学部久新健一郎助教から充分なる分

授等と東北本線浅虫駅に降りた｡青森はサクラが終って本析が行なわれる

州北限の夏泊半島の緋のシーズンで駅には樵祭りのポスタはずである。

－がはりめぐらされていた。翌日から浅虫臨海実験所を基私共が5月の

地にして、午前中小湊湾内でマコガレイの稚魚の出現する調査を終わり、

25カ所のステーションを設定、茂浦の水産増殖センターの浅虫の大学付属

白鳥丸、実験所のウトウの二隻の調査船を使って各ステーの宿舎を引き上

津軽海峡

＜陸奥湾付近略図＞
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げる頃は夏泊半島の鱗もすっかり散り、浅虫実験所の前の

湯の島は霧雨にけぶり、陸奥湾全体が眠っているように静

かであった。

8月の調査：2回目の調査で私共が浅虫をおとづれたの

は8月13日で恐い夏の盛りであった。浅虫のスタッフも平

井所長以下全員半ズボン姿で、水族館の前庭は夏の観光客

や、海水浴客でごった返していた。丁度その日は実験所の

裏のエン結びの地蔵様の祭りも重なっていたせいだろう。

夏の調査は5月のサンフ・リング、ソーティングを継続する

ことと､マコガレイの親魚の漂識放流をあわせて行なった逗

漁民の話を総合するとマコガレイの親魚は陸奥湾の夏泊

半島の先と、下北半脇の脇沢の先の水深50～60mの深みに

楼息しているということで、茂浦センターの白偽丸(71,ﾝユ

で夏泊半島沖で2日間ドレッジを行なし､、マコガレイ、‐マ

ガレイ、スナガレイ、メイダガレイ等合わせて500尾に標

識放流を行なった。まづ親魚の入った網を甲板に上げ、あ

らかじめ船尾に用意し

つけ根のところに打ち込んでただちに放流する。この作業

は魚が弱らないように迅速に行なわなければならない。少

し弱った魚は標識をつけずに放した。併行してデイフテッ

クス319という特殊な色素を注射針でカレイのうら側の白

い部分に注入した後放流した。このデイフテックス色素に

よる標識は日本では初めて行なったものである。メイタガ

レイは地元の漁民はピッキイガレイと俗に呼んでいる（ビ

ッキイとは蛙の意）が、このカレイは・番ダフで漂識の針

をブスッとさしても弱ることがなかった。

8月の調査は、日曜は調査班も作業を休み海水パンツ旦

枚で泳ぎと海釣りを充分楽しんだ。

10月の調査:10月の調査期間にl-1《|立科学博物館の波部忠

重先生が夏の北海道調査で函館博物館をおとずれる予定か

あったり、アメリカのサンフランシスコ．スタインハー:、

水族館のスタッフがヒザラガイ採集のため来館とし､う計画

があったため私は参加できなかった。したがって採集さｵL

た軟体動物のサンフ・ルがポリダンクにつめられ送られてき

た。目下その分類を行なっている。波部先生は函館に3日

ほど滞在し、陸奥湾で採集した貝類の種名を検討していた

だいた。これらの同定したサンフ.ルは蝋理して函館に基準

標本として保存されているので、今後陸奥湾の調在をす育

めるために大いに役立つことだろう。

陸奥湾調査はまだはじまったばかりで今後3カ年ほど継

続して行なわれるが、47年度,ま東京大学海洋研究所の淡肯

丸を使って陸奥湾全体のベントスや魚群や稚魚の分布なと

大規模な調査をひかえてし､る。（いしかわまさじ）

た浴糟の2倍以上もあ

る大型ポリタンクに海

水を満ダンし、5人ほ

どの作業員で生きたカ

レイ1尾ずつスケール

で測定し、女グガンを

使用してポリ製の黄色

言

{刃ｑ
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剛IⅧMⅧ刑聯
昭和46年5月陸奥湾小桝のエビ駒畦ノロL／廷‘●、ソ＝唾ジジさ一

で採集されたマコガレイの稚魚い標識（ナンバーが打
(全長28m n i ) っ て あ る ） を 背 ピ レ毎

達は新資料展のみを熱心に鑑賞して帰る点から考えても、

自画自賛になるが､一応の成功をおさめたものと思われるs

北海道の地域性よりしても､冬期間､利川音の多少にかかわ

らず、博物館に関心を持たせる

新たに収集された資料展について

博物館五稜郭分館では昭似6年、初めて計画的な箱館戦

争資料調査を実施した。

現在各地に残された質料の実態を把握し、今後の保存、

研究の資にするための緊急的基礎調べではあったが、最近

社会構造の変移と生活様式の変化にともない帆古いもの帆

は急速に破壊され減少しつつある。．
長い北海道の歴史の上でも、箱館戦争はわずか7カ月に

過ぎなし､局地的出来事で、百年以上たった今日では調査に

一層困難を極め、追跡調悲も道南一帯から青森、会津、遠

く東京方面にまで及んだ。ようやく所在を確認し得ても、

保存状態不備のため、賛料的fi値を全く消戚したものも、
一、二にとどまらなかった。

このような中で、辛うじて収染し得た30点ほどのものを

もとに準附期間の不足、陳列場所の制約、冬期観覧者獲得
の困難等多くの問題はあったが、「昭秘6年収集、箱館戦
争新資料展」なるものを五稜郭分館で実施して見た。ささ

やかな展示会ではあったが、1年間の成果を一般に公開す

ることによって、寄順戴いた方々にも酬え、併せてこの種

の資料に対する認識を喚起し、保護を呼びかけることが出

来るならばと願った。この試みは初めての企画であり、冬

期間のこれらの催しに対する市民の反応を調査する意図も

兼ねて、例年観覧者の股も少ない1ﾉ112日より1月29日ま

でとした。

五稜郭分館の観覧者は、昭和46年（1月～12月）は、

延88,000人で、そのうち1月はわずか500人前後にすぎな

い状態であった。このたびの催しで、1月中の観覧者膳
1,012人と平常陳列に比較し数の増加を見、半数以上の人

らず、博物館に関心を持たせる

ことは重要な課題であり、今後
更に研究を要する問題でもあ′

最後に陳列品の中から余り側
<錘三豊

蕊蕊瀧璽蚕
崩壊を早め明治維新を大きく蹄松前勝正織隙士栃崎敏
進させた。

京都の状勢に疎い松前瀞は、時代の波に乗りきれず、徒

らに、日和見的態度の佐幕派が、藩政を握り、病弱な18代
藩主徳広の廃嫡を計って、藩の存続を第一に願った。こｵ：

に対し、徳広を尊奉し、藩政刷新と尊王を旗印に、“名の

同志は正議歓と名乗り、明治元年7月、身命を賭してクー
デターを決行した。佐幕派は一掃され、全藩あげて勤王方

として、箱館戦争に臨むことが出来たのであるその先頭
に立った蛎崎敏が、正議隊士としての誇りと、識別のため

使用した袖章、錦切れに付けた親衛謙と磯遡のある布片翰．
がある。四ツ折りの白絹の鉢巻（3.3×Mem)の前額に辿

る部分に「尊王擬賊」と墨太に書かれ、族と汗か表面に惨
み出て、薄汚れた折目までが、当時のままであるだけに、

生々しく、藩政改革に生命を賭けた気迫と、執念か偲ばれ
る貴重な資料である。

（五稜郭分館庶務係長：西田祐・）
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志海苔古銭と整理

博物館のあまり一般の人遠に知られない仕事に帆賛料雛

理,、という大切な仕事がある。非常に珍らしい博物館質料

が集められると、すぐに博物館で見せてくれるだろうと思

われているが､博物館資料というものは､一時的に市民に役

立てばよいものでなく、永久的に資料を役立てていかなけ

ればならない義#務がある。あるものは、年,代を経ているた

めに形が崩れてしまいそうなものもあるし、あるものは、

補修や復原をしなければならないものもある。どちらかと

いうと、袖修、復原、薬品処理をしないで公開できるもの

はまづないといえるであろう。そのためについやされる日

数は、数カ月、数カ年を必要とすることもある。

昭荊M3年に発見された函館市志海苔町出土の古銭は、毎

年継続的に雛理作業が行なわれてきたが、すでに3カ年も

過ぎてしまった。ようやく新年度で報告書が出版されよう

としてし､るが、これまでの整理を振返ってみたいと思う。

湿度の高い夏の7月16,17日に海岸の道路工事で古銭が

発見された。ブルトーザーが古銭の謹を削り取ったのであ

る。集められた古銭は泥にまみれていたが、日没のため土

砂のようにパラ戦されてダンプカーで博物館に運び込まれ

た。遺失物法の適用から函館市中央警察瀞の立会いで計品：

したところ、総重瞳1,621毛で推定50万,枚といわれた。

古銭の出土した場所が海浜であったため、塩分と水分を

多堂に含んだ土砂にまぶされた状態のものが多かった。

ほとんどの古銭は、紐に通されていて一サシを単位とし

てあったようだが、完全な形のものがなく、多いもので80

～90枚しか遮っていなかった。古銭は1号、2号灘より3

号蕊のほうが保存がよく、数十枚が錨固っていた。古銭の

入っていた難は、1号、2号蕊が高さ約80掌、n掻約60箪

胴部最大篠85掌、底部径24掌で肩部に井枠と上の窯印のあ

る赤褐色の蕊で、3号聖は底部しか残っていなかったが底

径13掌と小形で、器表に条線状の叩目があって、灰色の須

恵質の蕊であった。これら3個の蕊は室町時代のものと考

えられている。

単純にみえる地味な整理作業がすぐはじめられた。古銭

と難の洗浄、分類、防錆処侭など、空気中にさらすことに

よって生ずる材髄の変化も考えなければならない。緊急の

ため博物館には予算がなく、経斐は寄付にゆだねられなけ

ればならず、担当者は大変であった。発見者の加藤組、日

本銀行函館支店などの協力を得て作業にかかったが、錆つ

いて銭名も読めないもの、重なったものをどう処理するか

錆を除くために試験的にアンモニア、塩酸などで処理し、

防錆にオイルを使用したりしたが、多量のため水洗いして

乾燥するのがようやくであった。昭和44年1月31日現在で

整理した枚数は、1．2号認の一部78,171枚。3号認の分

64,313枚で、銭樋は87櫛賦になった。この経過報告は、「

志海苔中lit迩榊の淵査」新しい道史、通巻30号、（昭矛触3.

11）と「i測館市志海苔lilj-の蓄銭遣織」市立函館博物館、（

昭和44.2）にある。

昭和44年度は予算化され、6，7月の2カ月間臨時女子

職員4人を採用して整理作業にあたった。未整理の1，2

号琵の古銭は、ジュラルミンのコンテナーに入れてあった

が、風通しをよくして自然乾燥するためダンボール箱に移
ふるい

し、土砂と小石を節にかけて除き、水洗いをした。古銭階

数枚づつひつついているものが多く、無理に離そうとすみ

と1枚が割れたり、欠けたりする。作業中に考えられた方

法は、水洗い中に流し台の面と古銭の面が一致するように

軽く叩くと容易にショックで離れる。このショック法は化

学的処理よりも簡単で能率的である。作業能率は、はじめ

4人で、1日1,000枚ほどであったが、1週間後ほ3～4,000

枚となった。水洗い、乾燥、分類を終えた数は、226,177

枚で前年度の整理数を総合計すると374,436枚、銭種名で

は94種類になった。94穂の銭種名のなかに書体、製作年の

違うものがあって、同一銭樋名のものでも20種以上に細分

されるものがある。

昭和45年度は、完全な鋪取りと防錆処理を行なうことに

したが、古銭を公開してほしいとの声もあり、特別展「銭

亀古銭と新資料展」を4月25日から5月31日まで函館公園

の本館で開いた。展示コーナーは、’1志海苔古銭発見の状

況と全国古銭出土例の説明帆、、､志海苔と銭亀沢の地名α

変遷,､、帆古銭入門帆、帆志海苔古銭の分類、中国、旧満

州、安南、朝鮮、日本の地域別年代表帆、帆中世古銭出土

分布図､､など歴史のなかで志海苔古銭をどう考えるか。胃

た、展示解説にフィクションとして「謎の豪商人」を登場

させた。

反響は大変なもので、北海道新聞にも特集号として大々

的に取り上げられ、入館者数も多かった。ついで、6月1鼻

日座談会「志海苔古銭を語る」には、発見者の加藤組、志

海苔町民代表、日本銀行函館支店、北海道拓殖銀行函館支

店、郷土史研究家、函館商工会議所、海産商、文化団体、

函館古銭会、小中高等学校歴史担当者、瀞森県や道南の歴

史研究家が集まって、。一般に公開したが集会室に80余名力

つめかけ盛況のうちに会を終った。

古銭整理は、4月と6月に4人で50日間行なった。希ア

ンモニア水に漬けてから水にさらして、何度も水中で操み

洗いして付着している土と錆を除き、乾燥した。土と錆か

付着していると数年で錆が進行するので、乾燥したものを

ブラッシングしてポリ袋に入れ、茶箱にシリカケルを入れ

て格納する。密閉容器には、n軍なものを入れたが、アル

ゴンを入れて空気を遮断することも考えられる。

昭和46年度は、9月inから10月:_'S日までの2カ月間臨

時女子職員5人により前年度と同じ作業を続けたが、分類

してみると銭種名が間違って分類されていたもの2,000枚

があった。保存方法にポリ袋に入れたものと一次処理のま

ま、箱に入れたものには、ほとんど変化がなく良好であっ

た。

予算の制約はあるが、整理、保存管理については最善の

努力をしたい。

（学芸員：千・代雛）
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最近受入れた資料

●梨子地 蒔絵御文庫1点

梨子地蒔 絵棚l硯箱1縮
【堤みつ氏滞m・川崎市向ケ丘430宮前平グリー

ンハイツ24-102】

◇大正9年国勢調査委嘱状1枚

同記章1個

【大下英司氏寄贈・函館市杉並町9－10】

◇スト ーブ 1個

（名称は､､ヘルス､､昭和12年傘小林故銅店より

蝋入したもの）

【井上澗氏寄附・函館市青柳町15-29】
◇ 縄文土器1点

【函館市開発建設部道路課寄贈・函館市梁川町15
-24】

◇三 条実美公真筆書1幅
（内容は「忠誠貧金石」）

【草刈藤太氏寄贈・函館市大手町19-16】

･耐火レンガ2枚
（入手経路不明、赤川溶鉱炉のものか？）
【工藤末八氏寄附・他田市赤川町411】

◇兵頭武雄辞令1綴
（学校及び税務関係辞令100点､明治16年から大正
5年まで）

三 世相 1 冊
（924頁26×L&a

函 館区統計1冊
（明治42年7月13日函館区役所発行249頁

16．2×11cm）

【兵頭武彦氏寄耐・函館市元町13-10】

◇鯨の耳底骨1個
（南氷洋捕鯨にて採築）

【北村実氏瀞附・函館市末広町2116】

博物館日誌抄46．9．1～46.11.30

9．l早大明石正道先生来館

〃博物館協議会副委員長原忠雄氏来館
〃銭勉古錨整理作業開始10月28日まで

9．2国道5号線赤松並木保護対策懇談会館長出席
9．4博物館協議会開催

9．8日銀検査部長及び日銀函館支店文書課長古銭研究
のため来館

〃富士銀調査部資料保存室次長古銭研究のため来館
9．12青函文｛睡流視察団53名来館

〃市民講座（考古学）開催講師井口省吾氏

9．14銭亀地区農免道路開削工事中住居跡発見
9．22箱館戦争関係資料の調査行なう。分館

10．1花光コレクション整理開始．
1(1．7小島市史綱集長、福田編集員、佐藤事務局長打合

せのため来館

1(1．9市民拙座（考古学）開催卿Ill金田功氏
〃大垣友雄嘱祇退職

10-12赤光社展覧会へ、絵画3点貸出し

10．13名古屋市社会教育委員2名及び鈴木社会教育委員
館内視察のため来訪

〃分館資料曝涼のため休館17日まで
10．22昭和47年度博物館費予算要求書提出

入館者統計

昭和46年度常設展（46.6.1～47.1.31）

大人

小A

大A

小A

犬A

4､A

大A

ｲ､A

大A

10ﾉ1,A

大A

11 ｲ､メ

大メ

12 ｲ､ハ

幻

ｲ､ノ

器3

〃

10．23

ゲ

10．27
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〃
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〃
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II．25
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カリフォルニアスタインハート水族館研究侭来館

棚物研究会開催

全国博物館大会に、西田分館庶務係長出張

道開拓記念館古屋副館長及び楠野資料収集課長視
察及び資料借用交渉のため来館

名古屋市教委社会教育部長梶田降氏視察のため来

館、博物館協議会副委員長原忠雄氏来館
函館楽焼同好会展示会於ロビー7IIまで
博物館饗教育長査定内示

サイペ沢遺跡事前調査開始

寵要民俗資料「アイヌの生活用具コレクション-
748点瞬入

文化財講演会開催

博物館協議会委員長渡辺熊四郎氏来館

山本道副知事、小松助役、秦教育委員長、ミツ谷
教育長展観のため来館

札幌市教婆社会教育課長五十嵐誠氏視察のため来
館
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